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原 著
養育者の育児不安および育児環境と虐待との関連

保育園における研究……………望月由妃子，他
行政保健師の施策化能力評価尺度の開発

……………………………………鈴木由里子，他
群馬県草津町における介護予防10年間の取り組み

と地域高齢者の身体，栄養，心理・社会機能の
変化…………………………………清野 諭，他

国民生活基礎調査匿名データにおける世帯構造と
内分泌代謝疾患の通院との関連
……………………………………月野木ルミ，他
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今年の春は例年以上に雪解けが遅く，花の季節が待ち

遠しかったのですが，5 月の声が聞こえ始めるとこぶし

と梅と桜が一気に花開きました。自然はなんと正直なの

でしょう。

5 月号は公衆衛生活動報告 2 本，研究ノート 1 本で計

3 本の論文を掲載しています。原著はありませんが，公

衆衛生活動報告が 2 本掲載されるのは特筆すべきことで

す。思春期発達障害児支援の取り組みにおける学校保健

と地域保健の連携についてと，精神障がいの家族学習会

のケーススタディをまとめた質の高い実践が論文として

まとめられています。公衆衛生は実践の科学であり，こ

れらの活動が社会に紹介される意義は大きいと思いま

す。また，研究ノートはマーケティングで活用されるラ

ダリング法を用いた研究であり，今まで公衆衛生学会誌

にはなかった新しい方法論による論文です。本学会は，

現場で活躍している実務者の会員が多く，根拠のある保

健活動が求められる時代において，実践で有用性の高い

論文，実用性に富む論文は，公衆衛生活動の質の向上に

直結するものです。

一方では，大学や研究機関においては，グローバル化

に対応して国際的な発信が重要視され，和文よりも英文

の論文作成が優先される傾向も見受けられます。二重投

稿や引用基準が厳密になり，研究者が英語論文執筆に重

きをおくと，質の高い研究成果が和文で読めなくなるの

ではないかと危惧されます。

日本公衆衛生雑誌の発行の特徴は毎月の発行にあり，

投稿と査読システムの電子化の運用が 4 月に本格的に開

始されたことで，より迅速な論文掲載が可能になりまし

た。オリジナリティの高い原著論文，先駆的な公衆衛生

の実践活動の報告，公衆衛生への提言など，多くの会員

の皆様の活動の成果ならびに声の投稿を期待します。

（佐伯和子）


